
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

① 第三者評価機関名 

株式会社プレパレーション 

②施設・事業所情報 

名称：明日葉保育園鶴見園 種別：認可保育所 

代表者氏名：大隈 太嘉志 定員（利用人数）：  60 名 

所在地：神奈川県横浜市鶴見区市場下町5-20                       

TEL：045-947-3902 ホームページ：https://www.ashita-

ba.jp/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 平成28年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社あしたばマインド 

 職員数 常勤職員：  14名 非常勤職員  8名 

 専門職員 （保育士）  18名  

（看護師）   1名  

（栄養士）   2名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室     6 子どもトイレ  2 

調乳室     1 大人トイレ   3 

更衣室     1 園庭   有(〇)  無(   ) 

事務室     1 その他  厨房 

③理念・基本方針 

【保育理念】  

「子どもの明日を育み、今日を支える」 

明日葉の花言葉は「旺盛な活動力」 

私たちは、子どもが毎日を豊かにすごせる保育を通じて、明日をたくましく生きる力

を育みたいと考えます。 

そして、子どものすこやかな成長を願うご家庭や地域社会とのコミュニケーションを

大切にして、よりよい今日をサポートします。 

【保育方針】  

子どもが、今日を最もよく生き、望ましい「明日」を創りだす力の基礎を培う 

【保育目標】 

◇自分も人も尊重できる子ども 

◇自分で考えてただしいことを選び取れる子ども 

◇心も体も健やかな子ども 

◇思いを適切に表現できる子ども 

④施設・事業所の特徴的な取組 

食育(PAKUTTO)・体操（DEKITA）・リトミック（flower)・異文化交流（あした

ばドア）・英語（Friends）のプログラムを柱に子どもたちが主体的に選択できるよ

うな保育をしています。 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

2023年6月19日（契約日） ～ 

2024年2月2日（評価結果確定日） 

https://www.ashita-ba.jp/
https://www.ashita-ba.jp/


受審回数（前回の受審時期）      1回（ 平成30年度 ） 

⑥総評 

◇特長や今後期待される点 

・こども一人ひとりが主体となって育つ環境づくりに取り組んでいます 

鶴見園では、乳児期に一人ひとりの思いを受け止め、愛着関係を育みこどもの興味・

関心の把握に努めて、健やかな育ちの援助に取り組んでいます。幼児期には、縦割り

保育をおこない年齢の違う子同士の刺激をうけ、共に育つ環境を整えています。職員

は風通しのよい職場環境で、こどもの情報共有、保育の振り返り、定期的な研修、会

議を積極的におこない職員全員で話し合いを重ねるなかに保育感の統一性を図ること

に努めて、こどもの最善な環境づくりを目指し取り組んでいます。 

 

・地域の福祉ニーズに基づいた事業・活動に取り組んでいます 

 園では、今年度から地域支援担当者を配置しており、一時保育・園庭開放・育児相

談・育児講座など積極的に地域活動に取り組んでいます。特に、一時保育は0歳児か

ら受け入れており、専任の職員を配置するなど子育て家庭を支援しています。育児講

座では、離乳食に関する内容や、こどもの感触遊びなど開催しており、家庭ではでき

ない体験をしていただく機会にしています。園では、地域支援担当者の定着を図り継

続した活動に向けて取り組んでいます。 

 

・保護者に伝える工夫をしています 

 明日葉保育園鶴見では、保護者の園の運営や取り組みの理解を図るため、重要事項

説明書をわかりやすく伝えるための工夫をしています。園独自に重要事項説明書を読

み上げた動画を作成しており、保護者に事前に確認していただくことで、説明会では

重要事項の詳細や質疑応答に十分な時間がとれています。さらに保護者に理解してい

ただく他の書類も、情報を共有するために動画の作成が期待されます。 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

明日葉保育園鶴見園は、今年で８年が経ちます。開園３年目に受審をしましたが、

職員の体制も変わってきている中で、今回の第三者評価の受審は、改めて明日葉保育

園の理念に沿った保育運営と、自園の目指す保育を見直し、共有する良い機会となり

ました。 

 受審にあたり、日々の保育内容を改めて明文化し、職員間で話し合い、共有出来た

ことは、保育園として担っていくべき保育の在り方や、子ども達と向き合う姿勢、子

どもにとってより良い保育を再度考えられたこと、保護者との連携の取り方、地域に

根差した保育園の在り方等を見直す良いきっかけともなりました。 

 明日葉保育園鶴見園として、今後も、基本である保育理念・保育方針・保育目標を

基盤に、「ひとりひとりの育ちを大切に、子ども達に寄り添う保育」を第一に考え、

子どもの最善の利益を考慮し、より質の高い保育を職員一丸となって目指して参りま

す。 

 最後になりますが、今回の第三者評価の受審にあたり、限られた時間の中で、私た

ちが取り組んでいる全てのことを、一つひとつ丁寧に読み取り、確認し、ご対応いた

だく中で、改めて気付いたことが多くあり、ご尽力いただきました評価機関の皆様へ

感謝いたしますと共に、お忙しい中アンケートにご協力いただきました保護者の皆様

へ、心より御礼申し上げます。             園長 高橋 果苗 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


